
がん検診に関する各種報告

京都府健康福祉部健康対策課

令和３年３月８日（月）令和２年度京都府生活習慣病検診等管理指導協議会

資料１
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第２期 京都府がん対策推進計画（平成３０年３月～）
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第２期京都府がん対策推進計画数値目標（がん検診）

数値目標 現状値 目標値（2023年度）

がん検診受診率
（参考：国民生活基礎調査、40歳以上69歳未満

ただし子宮頸がん検診は20歳以上69歳未満）

35.5～41.2%
（2016年度）

50%

がん検診精検受診率
（参考：地域保健健康増進事業報告）

70.2～91.4%
（2014年度）

100%

がん検診・特定健診のセット検診実施状況
（京都府健康対策課調べ）

ー 全市町村

総合がん検診の実施状況
（京都府健康対策課調べ）

ー 全市町村

がん検診評価のためのチェックリスト項目を80％充足して
いる市町村数（参考：市区町村におけるがん検診チェック
リストの使用に関する実態調査）

ー 全市町村

がん検診受診率向上・精度管理向上に関する人材の育成
ー 150人
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京都府のがん検診の状況（R元年度検診実施状況）

R１年度 検査方法
検査方式 対象年齢 間隔

集団 個別 20歳以上 30歳以上 40歳以上 50歳以上 隔年

胃がん
胃X線検査 ２６ ２５ １ ０ ０ ２６ ２

胃内視鏡 ２ ０ ２ ０ ０ １ １ ２

肺がん 胸部X線＋喀痰細胞診 ２６ ２６ ０ ０ ０ ２６ ０ ー

大腸がん 便潜血二日法 ２６ ２１ １６ ０ ０ ２６ ０ ー

乳がん

マンモグラフィ ２０ ２０ １７ ０ ０ ２０ ０ １０

マンモ＋視触診 ６ １ ５ ０ １ ５ ０ ５

エコー ２ １ １ ０ ２ ０ ０ ２

子宮頸がん 頸部細胞診 ２６ １４ ２４ ２６ ０ ０ ０ １７

※京都府内検診実施自治体数（N=26自治体）
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令和2年度市町村がん検診実施状況調査より



京都府がん検診のプロセス指標（H29年度）
胃がん
（集団
・X線）

胃がん
（個別

・内視鏡）

大腸がん
（集団）

大腸がん
（個別）

肺がん
（集団）

乳がん
（集団）

乳がん
（個別）

子宮頸がん
（集団）

子宮頸がん
（個別）

受診率＜H30年度＞

（）は全国値
6.2（8.1） 4.9（8.1）

3.9
（7.1）

19.6（17.2） 10.6（16.0）

要精検率 6.4%
（11％以下）

6.9％
（11％以下）

6.6％
（7.0％以下）

9.0％
（7.0％以下）

2.1％
（3.0％以下）

5.0％
（11％以下）

6.1％
（11％以下）

0.9％
（1.4％以下）

2.6％
（1.4％以下）

精検受診率 83.8％
（70％以上）

60.4％
（70％以上）

71.9％
（70％以上）

72.7％
（70％以上）

89.8％
（70％以上）

95.0％
（80％以上）

93.6％
（80％以上）

83.1％
（70％以上）

79.4％
（70％以上）

精検未受診率 7.4％
（20％以下）

39.6％
（20％以下）

13.2％
（20％以下）

11.5％
（20％以下）

7.1％
（20％以下）

3.4％
（10％以下）

3.5％
（10％以下）

9.0％
（20％以下）

15.1％
（20％以下）

精検未把握率 8.9％
（10％以下）

0.0％
（10％以下）

14.9％
（10％以下）

15.8％
（10％以下）

3.4％
（10％以下）

1.6％
（10％以下）

2.9％
（10％以下）

7.9％
（10％以下）

5.5％
（10％以下）

陽性反応的中度 2.0％
（1.0％以上）

9.9％
（1.0％以上）

2.8％
（1.9％以上）

3.4％
（1.9％以上）

1.1％
（1.9％以上）

5.5％
（2.5％以上）

4.3％
（2.5％以上）

2.2％
（4％以上）

1.1％
（4％以上）

がん発見率 0.13％
（0.11％以上）

0.68％
（0.11％以上）

0.18％
（0.13％以上）

0.31％
（0.13％以上）

0.02％
（0.03％以上）

0.28％
（0.23％以上）

0.26％
（0.23％以上）

0.02％
（0.05％以上）

0.03％
（0.05％以上）

※要精検率～がん発見率の下段は許容値 ※プロセス指標は74歳以下、受診率は69歳以下 5平成30年度地域保健健康増進事業報告より



京都府のがん検診受診率（2019年国民生活基礎調査）
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令和元年度国民生活基礎調査より
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※50～69歳、2年に1回、胃部エックス線及び内視鏡検査の合計
※グラフなしはデータ不詳
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平成30年度地域保健健康増進事業報告より
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市町村別がん検診受診率＜H30大腸がん＞
（出典：H30地域保健・健康増進事業報告）
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※40～69歳、2年に1回,グラフなしはデータ不詳
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平成30年度地域保健健康増進事業報告より
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（出典：H30地域保健・健康増進事業報告）

※40～69歳、2年に1回,グラフなしはデータ不詳

％

平成30年度地域保健健康増進事業報告より
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市町村別がん検診受診率＜H30乳がん＞
（出典：H30地域保健・健康増進事業報告）

※40～69歳、2年に1回,グラフなしはデータ不詳
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市町村別がん検診受診率＜H30子宮頸がん＞
（出典：H30地域保健・健康増進事業報告）

※20～69歳、2年に1回、グラフなしはデータ不詳
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平成30年度地域保健健康増進事業報告より



胃がん検診 精密検査受診率の推移

※40～74歳
12

H26 H27 H28 H29

京都府（胃部X線検査） 81.7 83.3 82.6 83.8

全国（胃部X線検査） 83.6 84.5 83.6 83.2

京都府（胃内視鏡検査） 100.0 100.0 60.4

全国（胃内視鏡検査） 75.0 76.0 83.7 92.1

83.8

83.2

60.4 

92.1 

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

許容値

目標値

％

％

平成30年度地域保健健康増進事業報告より
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H26 H27 H28 H29

京都府（集団） 72.2 72.4 72.2 71.9

全国（集団） 75.3 76.2 76.2 75.5

京都府（個別） 69.6 69.8 70.9 72.7

全国（個別） 63.5 65.9 66.6 67.2
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67.2
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大腸がん検診 精密検査受診率の推移

目標値

許容値

※40～74歳 平成30年度地域保健健康増進事業報告より
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許容値
H26 H27 H28 H29

京都府（集団） 84.5 84.6 79.9 89.8

全国（集団） 84.4 86.6 86.5 86.4

89.8

86.4
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※40～74歳

目標値

肺がん検診 精密検査受診率の推移
％

平成30年度地域保健健康増進事業報告より
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H26 H27 H28 H29

京都府（集団） 94.1 94.6 90.8 95.0

全国（集団） 89.3 91.9 92.2 92.1

京都府（個別） 89.9 91.8 93.7 93.6

全国（個別） 83.8 86.1 85.3 86.9

95.0 

92.1 
93.6 

86.9 
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％

※40～74歳 平成30年度地域保健健康増進事業報告より
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許容値

目標値

H26 H27 H28 H29

京都府（集団） 85.1 85.8 86.8 83.1

全国（集団） 82.3 84.1 83.7 84.2

京都府（個別） 76.8 79.8 77.6 79.4

全国（個別） 70.6 72.4 73.7 73.3
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子宮頸がん検診 精密検査受診率の推移
％

※20～74歳 平成30年度地域保健健康増進事業報告より



検診機関別 胃がん検診要精検率

※対象年齢上限なし
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H26 H27 H28 H29

A施設 9.0 8.4 7.2 7.4

B施設 2.9 1.9 2.7 4.0

C施設 4.9 4.9

京都府全体 8.3 7.7 6.9 7.2
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％

京都府健康対策課調べより



検診機関別 大腸がん検診要精検率

18

許容値

H26 H27 H28 H29

A施設 7.1 7.6 7.2 7.5

B施設 6.5 7.4 6.8 7.3

C施設 6.5 9.8

京都府全体 7.1 7.6 7.2 7.5
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11.0％

※対象年齢上限なし 京都府健康対策課調べより



検診機関別 肺がん検診要精検率
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H26 H27 H28 H29

A施設 3.4 3.1 2.9 3.0

B施設 5.3 4.1 2.7 2.8

C施設 3.8 5.5

京都府全体 3.6 3.2 2.9 3.0

3.0 

2.8 

3.0 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

許容値

％

※対象年齢上限なし 京都府健康対策課調べより



検診機関別 乳がん検診要精検率

※H26.27は、マンモ＋視触診併用、H28,29はマンモ単独とマンモ＋視触診併用
※対象年齢上限なし

20

H26 H27 H28 H29

A施設 6.0 6.7 5.3 5.0

C施設 4.3 0.8

京都府全体 5.9 6.7 5.3 5
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京都府健康対策課調べより



検診機関別 子宮頸がん検診要精検率
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H26 H27 H28 H29

A施設 2.0 1.1 1.1 1.0

C施設 0.0 0.0

京都府全体 2.0 1.1 1.1 1.0
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※対象年齢上限なし 京都府健康対策課調べより



市町村チェックリスト（R元年度）胃・大腸・肺
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市町村チェックリスト（R元年度）乳・子宮
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市町村チェックリスト（R元年度）まとめ

○全体的にみて、チェックリストは年々改善傾向

○「①受診勧奨に関する項目」では、対象者の把握は進んでいるが、対

象者への個別受診勧奨をしているところはいまだ少なかった。

○「②精検受診率向上に関する項目」では、「一覧に記載した医療機関に、

あらかじめ精密検査結果の報告を依頼」が未達成の自治体が比較的多かった。

○「③データの記録・管理体制に関する項目」「⑤プロセス指標の集計」

では、多くの市町村が達成できていた。（地域保健健康増進事業報告にあるような

受診率、要精検率等の報告）

○「④検診機関の質担保に関する項目」では、他の項目と比較して未達成の割合が高

かった。
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検診機関・医師会チェックリスト（R元年度）
チェックリスト項目 A施設 B施設 D施設

受診者への結果の通知・説明、またはそのための市区町村への結果報
告は、規定期間内になされているか

×（大腸、肺） ○ ○

必要に応じて過去に撮影したエックス線写真と比較読影しているか ×（胃） ○ ○

精密検査方法及び精密検査（治療）結果について、市区町村や医師会
から求められた項目の積極的な把握に努めているか

○
×（胃、大腸、
肺）

○

撮影や読影向上のための検討会や委員会を設置しているか。もしくは、
市区町村や医師会等が設置した検討会や委員会に参加しているか。

○
×（胃、大腸、
肺）

○

自施設の検診結果について、プロセス指標値を把握しているか ○
×（胃、大腸、
肺）

○

細胞診の業務を委託する場合は、その委託機関名（施設名）を仕様書
に明記しているか。

－ ○ ×（子宮）

喀痰検査のがん発見例は、過去の細胞所見の見直しを行っているか ○ ×（肺） ○

子宮頸がんの検体が不正との判定を受けた場合は、当該検診機関で再
度検体採取を行っているか。

○ ー ○

子宮頸がんの検体が不適正との判断を受けた場合は、当該検診機関で
その原因等を検討し、対策を講じましたか

○ ー ×

25検診機関におけるがん検診チェックリスト 京都府健康対策課調べ



検診機関・医師会チェックリスト（R元年度）

○全体として、前年度と比較して改善傾向にある。

○「受診者への結果の通知・説明、または市区町村への結果報告期間」は、

改善が見られた検診（胃、乳、子宮がん）もあるが、検診機関により差があ

る。

○「精度管理向上のための委員会等への参加」や「プロセス指標の把握」は、

検診機関により差がある。
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都道府県チェックリストについて（R元年度）

＜目的＞

都道府県が、市区町村や検診機関の体制や検診データを把握し、適切な精度管理を行っている

かを評価するもの。都道府県が自己点検を行うことも目的としている。

＜京都府の結果＞

・５大がん全てについてB評価（H３０年度同様）

（A：福井県のみ B：23府県、C：19都道府県、

D：４県、E：０都道府県）

・部会開催状況については、公表が調査時期以降であるため、

「公表準備中」となっている。

27

都道府県におけるがん検診チェックリスト



指針外の検診実施状況

種別 検査項目 R１：実施市
町村数

その他

胃がんリスク

ペプシノゲン・ヘリコバ
クターピロリ同時

５ 個別医療機関にて実施

ヘリコバクターピロリ単
独

１ 集団検診にて実施

前立腺がん PSA検査 ２５ うちR２から廃止：１自治体、R3から廃止：２自治体

肝臓がん エコー以外 １ 今後も継続予定

子宮体がん 細胞診 ３ R２から廃止

卵巣がん エコー ０

甲状腺がん エコー ０

口腔がん ０

○前立腺検診については、R１年度より中止・廃止する市町村が出てきた。
○子宮体がん検診については、R２年度より全市町村が廃止。
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受診率向上の取り組み状況（R元年度）

特定健診との
同時受診

個別受診勧奨 web予約
女性が受診しや

すい体制

胃がん 集団N=26
１５ １６

5
ー

個別N=2 0

大腸がん 集団N＝21
２３ １９

３
ー

個別N＝16 ０

肺がん 集団N=26 １５ １４ ３ ー

乳がん 集団N=21
１６ ２６

３ １３

個別N=22 １ ４

子宮頸がん 集団N＝14
１８ ２４

２ ６

個別N＝25 ０ ２

※自治体数N=26 実施している自治体数
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令和2年度市町村がん検診実施状況調査より


